
 

 

令和５年７月２７日 

都市整備政策部住宅管理課 

 

世田谷区営住宅の使用料等の支払に係る訴えの提起について 

 

１ 主旨 

  本件は、区営住宅の使用料及び共益費の滞納に関し、区からの再三の連絡に応

答せず、支払いが履行されないため、専決処分を得たうえで元使用者及び連帯保

証人を被告として、滞納使用料等の支払いを求めて訴訟を提起するものである。 

 

２ これまでの経緯 

平成２４年１０月 本件住宅へ入居。 

平成２６年 ７月 滞納の頻度が増えたため、催告を強化。 

     １２月 連帯保証人と連絡をとり、使用者に納付させる旨を確認したが、

納付されないため、催告を継続。 

平成２７年１１月 催告書を送付したところ、使用者より入電があり、滞納分を分

割納付する旨を確認したが、履行されないため、催告を継続。 

平成２８年１２月 生活支援課と連携し、分納誓約書を受領。 

  平成２９年 ２月 代理納付を開始したため、以降の使用料等については納付され 

～３１年 ３月 ることとなったが、滞納分については分納誓約書に基づく納付 

が進まないため、文書催告、電話催告に加え、訪問催告を行う。 

  令和 元年 ８月 催告書を使用者及び連帯保証人へ送付したが、双方とも応答な

し。 

 令和 ２年 ６月 使用者、連帯保証人とも連絡がつかない状況が続いたため、弁

護士による対応を開始。弁護士より連絡をするが応答なし。 

       １１月 弁護士が使用者と面談を実施し、生活状況等を確認し交渉を継

続。 

令和 ３年 １月 納付誓約書を受領したが、同年８月までの間の納付は２回のみ。 

        ９月 納付誓約書に基づく納付が履行されないため、令和３年１０月

末をもって、住宅の使用許可を取消す旨の通知書を送付。 

  令和 ４年 １月 本件住宅を退去。 

令和 ４年 ２月 滞納使用料等の支払いを進めるため、元使用者及び連帯保証人 

～１２月 へ通知文書を送付するも、応答がないため、特定記録にて再度

通知書を送付したが、現在に至るまで滞納分の支払いもなく、

応答なし。 
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